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■
８
月
に
猛
暑
が
続
い
て
い
ま
し
た
が
、
９

月
に
入
っ
て
急
に
涼
し
い
日
が
続
き
、
雨
ば

か
り
で
す
ネ
。
体
調
管
理
に
気
を
つ
け
て
い

ま
す
。

　
　
　
　

和
泉
市
職
労　

飯
田　

晴
美
さ
ん

■
い
っ
ぺ
ん
に
秋
に
な
り
ま
し
た
。
先
週
は

祭
り
太
鼓
で
に
ぎ
や
か
で
す
。
き
ん
も
く
せ

い
も
咲
き
、
散
歩
も
楽
し
い
季
節
で
す
。

　
　
　
　

貝
塚
市
職
労　

杉
本　

美
枝
さ

ん

■
今
年
度
で
再
任
用
の
職
員
が
６
名
任
期
満

了
で
や
め
ま
す
。
人
員
の
要
求
を
含
め
職
場

要
求
を
出
し
て
い
ま
す
。
そ
の
回
答
が
９
月

末
の
予
定
で
す
が
、
来
年
度
も
厳
し
く
な
り

そ
う
で
す
。

　
　
　
　

堺
市
職
労　

岩
井　

啓
介
さ
ん

■
わ
が
ま
ま
川
柳

憲
法
の
値
打
ち
高
め
る
戦
争
法

 

東
大
阪
市
職
労　

久
米　

盛
次
さ
ん

■
次
の
選
挙
で
国
会
を
一
新
さ
せ
、
戦
争
法

を
撤
回
さ
せ
ま
し
ょ
う
！

　
　
　
　

松
原
市
職
労　

岡
田　

篤
樹
さ
ん

■
一
気
に
寒
く
な
り
、
暑
さ
で
バ
テ
気
味
だ

っ
た
体
に
元
気
が
戻
っ
て
き
ま
し
た
。

 

東
大
阪
市
職
労　

高
本　

方
子
さ
ん

■
戦
争
法
は
必
ず
廃
止
し
て
! !
暴
力
か
ら
生

ま
れ
る
の
は
そ
れ
以
上
の
暴
力
で
あ
っ
て
、

決
し
て
平
和
で
は
な
い
し
…
。

 

富
田
林
市
職
労　

大
杉　

葉
子
さ
ん

■
夏
休
み
猛
暑
で
外
遊
び
も
で
き
ず
、
部
屋

に
閉
じ
込
め
て
児
童
も
本
当
に
が
ん
ば
り
ま

し
た
。
私
た
ち
も
ク
タ
ク
タ
で
し
た
。

 

和
泉
市
職
労　

小
島　

眞
理
子
さ

ん

ヨ
コ
の
カ
ギ

❶
そ
の
場
の
○
○
○
が
読
め
な
い
男

❹
瀬
戸
内
海
お
よ
び
そ
の
沿
岸
地
方
の

称
❼
粘
り
が
強
く
餅
や
赤
飯
と
す
る
米

❾ 

♪
○
○
や
こ
ん
こ
、
あ
ら
れ
や
こ
ん

こ
10
○
○
の
ひ
と
声

12
○
○
の
悪
い
子
を
持
つ
親
の
苦
労

13
親
同
士
が
い
と
こ
で
あ
る
子
の
関
係

15
真
ん
中
、
中
央

17
フ
ラ
ン
ス
の
首
都
○
○

18
漱
石
○
○
「
坊
ち
ゃ
ん
」

19
貧
し
い
こ
と
。
○
○
す
れ
ば
貪
す
る

21
「
超
」「
極
端
」
の
意
。「
○
○
○
○

Ｃ
」

23
東
大
寺
や
鎌
倉
が
有
名

24
親
の
○
○
○
と
冷
や
酒
は
あ
と
で
効

く

タ
テ
の
カ
ギ

❶
何
だ
か
○
○
○
○
が
怪
し
く
な
っ
て

き
た

❷
引
っ
込
み
が
ち
な
性
格

❸
俳
句
に
は
コ
レ
が
入
っ
て
い
る

❺
も
う
〇
〇
で
す
な
ん
て
言
わ
な
い
で

❻
♪
グ
ー
〇
〇
〇
パ
ー
で
何
作
ろ
う

❽
所
か
ま
わ
ず
む
や
み
に
打
つ
こ
と

11
よ
そ
か
ら
燃
え
移
っ
て
焼
け
る
こ
と

12
突
き
出
て
い
る
ひ
た
い
。
お
○
○

13
信
じ
難
い
○
○
つ
ば
も
の
の
話

14
１
０
０
０
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
単
位

15
積
も
れ
ば
山
と
な
り
ま
す

16
付
近
に
破
片
が
○
○
○
○
し
た

17
レ
ッ
サ
ー
で
な
い
ほ
う
が
人
気
大

19
人
の
い
る
気
配
。
○
○
○
の
な
い
部

屋
20
マ
ン
グ
ー
ス
の
天
敵

22
○
○
は
友
を
呼
ぶ

（解き方）二重ワクの文字をＡ～Ｌの順に並べ
かえてできる言葉を答えてください。

出題者：山本汎昭さん

ヒント：「二重行政」はありません

被
災
地
を
訪
ね
る
（
９
月
27
日
大
船
渡
市
）

「復興のシンボル」を胸に刻んだ
岩手復興支援ツアー

　吹田市労連　

ご遺体を目にし、火葬場が足りない事態となりまし
た。火葬場担当の職員は昼夜を問わず、市内、市外、
県外の火葬場の調整に奔走し、火葬日時が決まると職
員は自宅や避難所を訪問し、知らせました。通常業務
では考えられないことが震災では当たり前になる。
『だれか』がやらねばならない仕事がある。この『だ
れか』こそ、市役所職員です。ここに自治体労働者の
本質があり、そして誇りと使命感があります」との言
葉に、自治体労働者としての役割を胸に刻みました。
　被災地で暮らす住民のがんばりとそれを支える自治
体労働者の奮闘こそが「復興のシンボル」だと胸に刻
み、参加者は帰路へつきました。

　９月26日（土）・27日（日）、吹田市労連（市職労、
水労、関連労組の３労組で構成）は被災地の現状を知
り、震災復興を通じて自治体行政のあり方、自治体職
員の役割などを学ぶことを目的に岩手復興支援ツアー
を行い、21人の仲間が陸前高田市、大船渡市を訪れ、
東日本大震災から４年半を経過した現地を視察、学習
してきました。
　２日目の大船渡市職労の新沼書記長の「震災直後の
１か月は、自治体労働者は地域住民とともに必死に生
きました。職員は、がれきの撤去作業の現場で多くの

1

 

2

 

3

 

4

 Ｄ

5

 

6

7

  

8

  Ｉ
9

 Ｆ

10

 

11

 Ｃ

12

 Ｈ  

 

13

  

14

 
15

   Ｌ

16

 
17

 Ｋ  

18

  Ｇ

19

  Ｊ

 

20 21

 

22

 
23

 Ａ   Ｂ  

24

  Ｅ

ソカク　サムライ
ウミイシ　ダ　ツ
ゲン　ヨソ　キチ
ン　シウンテン　
　ダイナゴン　キ
ザツ　イコ　ラン
イ　キ　ウチイリ
スポーツ　ヨセン

応
募
の
方
法

　

「
解
答
」「
所
属
組
合
名
」「
職
場

名
」「
氏
名
」「
住
所
」
を
書
い
て
、

メ
ー
ル
か
は
が
き
で
送
っ
て
く
だ
さ

い
。
紙
面
の
感
想
、
職
場
の
で
き
ご

と
や
近
況
な
ど
を
一
言
書
き
添
え
て

い
た
だ
け
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
。
正

解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
５
人
に
図
書

カ
ー
ド
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

　

な
お
、
送
っ
て
い
た
だ
い
た
一
言

は
「
仲
間
の
声
」
と
し
て
紙
面
に
掲

載
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

送
付
先

〒
５
３
０-

０
０
４
１ 

大
阪
市
北
区

天
神
橋
一
丁
目
13
番
15
号　

大
阪
グ

リ
ー
ン
会
館
４
階　

大
阪
自
治
労
連

「
お
お
さ
か
自
治
体
の
仲
間
」編
集
部

n
akam

a@
osaka-jich

iroren
.jp

応
募
の
締
め
切
り
／
11
月
30
日

正
解
と
当
選
者
の
発
表
／
２
０
１
６

年
１
月
号
の
紙
面
に
掲
載

８
月
号
ク
イ
ズ
の
正
解
と
当
選
者

　

２
０
１
５
年
８
月
号
「
ク
ロ
ス
ワ
ー

ド
パ
ズ
ル
」
の
正
解
は
「
ポ
ツ
ダ
ム
セ

ン
ゲ
ン
」
で
し
た
。
各
職
場
か
ら
は
が

き
31
通
、
メ
ー
ル
23
通
合
計
54
人
か
ら

解
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
抽
選
で
次

の
５
人
の
み
な
さ
ん
に
図
書
カ
ー
ド
を

贈
呈
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

▼
中
西
清
美
（
大
阪
府
職
労
）
▼
藤
田

美
由
紀
（
岸
和
田
市
職
労
）
▼
橋
本
仁

子
（
東
大
阪
市
職
労
）
▼
後
藤
千
恵
美

（
寝
屋
川
市
職
労
）
▼
矢
﨑
大
輔
（
吹

田
市
職
労
）

８月号の解答
「ポツダムセンゲン」

セット共済の「個人還元金」と「サポートＵ40」セット共済の「個人還元金」と「サポートＵ40」

※ 対象期間は、2014年６月～2015
年５月となります。

　サポートＵ40は、40歳以
下の加入者に対し、セット
型と加入月数分に応じて掛
金をプレゼントする制度で
す。昨年と同様、個人還元
金と同時期にお届けしま
す。

若い方の掛金負担を
減らす制度です

掛金の７割を加入者に還元

アンダーフォーティ

「
サ
ポ
ー
ト 

Ｕ
40
」　　

アンダー

（円）

セット型 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｃ1 Ｃ2 Ｃ3 Ｃ4 K1 K2 K3

掛金金額 11,300 10,170 8,910 7,870 6,780 5,640 4,430 3,230 2,130 1,040 3,080 2,660 1,950 1,740 1,530 2,630 1,590 860 610 510 1,000 1,800

個人還元額 16,620 15,000 13,530 11,720 10,020 8,330 6,750 5,360 3,540 1,760 5,110 4,340 3,180 2,790 2,400 4,420 2,620 1,490 940 850 1,880 2,940

※対象期間１年間同じセット型に加入した場合の還元額です。※対象期間は、 2014年６月～2015年５月

2015年10月「セット共済」型個人還元額一覧（対象期間2014.6～2015.5）

　セット共済は、「もうけ」を必要
としない組合のたすけあいですか
ら、払った掛金の７割を入院や通院
等の給付と加入者への還元にあて、
残りの３割は、大規模災害等の積立
金と事務所費等の経費（１割未満）
にあてることを基本に運営していま
す。
　かたや、民間生保は集めた保険料

の７割近くがCM、株主配当、利益
などにあてられているのです。

還元総額は２億465万円
　セット共済は、年１回の決算の結
果、剰余金が出た場合、割戻金とし
て加入者に還元されます。
　今年度は、還元総額約２億465万
円を加入者に還元することが決まり
ました。還元時期は例年どおりで
す。

※ 還元対象期間に144,000円を超える
共済給付金を受けた加入者は個人還
元の支給対象となりません。


